
指定管理者による公の施設の管理運営状況（令和５年度分） 

 

施設名 県立こども病院 

施設所管課 病院局経営管理課 

指定管理者 社会福祉法人恩賜財団済生会支部茨城県済生会 

指定期間 令和３年４月１日～令和８年３月３１日 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 水戸市双葉台３丁目３番地の１ 

施設の概要 (1) 敷地面積   39,495.39㎡ 

(2) 建  物    17,484.245㎡ 

ア 本館 地下１階、地上３階 8,236.915㎡（車庫棟，ＲＩ室を含む） 

       （増築分）  ３階 5,169.92 ㎡(ﾎﾟﾝﾌﾟ小屋ｺﾞﾐ置き場を含む) 

              ３階  497.60 ㎡  

          計         13,904.435 

  イ リニアック棟１階（別棟）   486.82㎡ 

  ウ 医師公舎  ２棟  ８戸   460.00㎡ 

  エ 看護宿舎  １棟 ３６室 1,289.10㎡ 

  オ 周産期ｾﾝﾀｰ １階（別棟）   738.36㎡ 

カ ﾌｧﾐﾘｰﾊｳｽ  ２階  ４室   161.39㎡ 

          ２階  ６室   211.62㎡ 

キ 附属棟   ２階（別棟）   232.52㎡ 

(3) 診療科目  小児内科、新生児内科、小児血液腫瘍内科、小児循環器内科、

小児神経心療内科、小児内分泌・代謝内科、小児感染症内科、小児腎臓内科、小

児アレルギー科、小児救急科、小児外科、新生児外科、小児泌尿器科、小児脳神

経外科、心臓血管外科、小児形成外科、麻酔科、放射線科、小児整形外科 

(4) 病 床 数 許可病床 １１５床 

       稼働病床 １１５床 

(5) 病棟編成 ＮＩＣＵ  １８床（新生児） 

       ＧＣＵ   １８床（ 〃 ） 

       ２Ａ病棟  ３２床（骨髄移植ｾﾝﾀｰ，小児科・小児外科混合） 

       ２Ｂ病棟  ３５床（小児科・小児外科混合） 

       ＰＩＣＵ   ６床   ＨＣＵ    ６床 

業務内容 「将来を担うこどもの生命をまもり、心身ともに健やかに育てる。」という基本

理念のもとに、本県における小児医療の中核的な役割を担うためのこども専門病

院として、低出生体重児等の危急新生児をはじめ、重篤・難治の疾患等に対する

高度医療を行う。 

 

 

２ 職員の状況 

常勤職員：323 人    非常勤職員：106 人     合計：429 人 

 

 

 

 

 



３ 収支状況 

令和５年度                                 （単位：円） 

収   入           支   出 

県交付金 730,955,605 人件費（給与等） 3,092,661,262 

利用料収入 4,368,523,277 光熱水費 93,505,499 

自主事業収入等  租税公課等  

その他（利息等） 168,212,196 自主事業費  

  その他（事務費・修繕費等） 2,072,264,139 

収入合計 5,267,691,078 支出合計 5,258,430,900 

 

 

４ 利用状況 

 令和５年度実績 令和４年度実績 令和３年度実績 

① 年 間 利 用 日 数

(日) 
366 365 365 

② 年 間 利 用 者 数

(人) 
78,086 77,734 77,543 

③利用料収入(円) 

(指定管理者収受額) 
4,368,523,277 4,642,672,601 4,500,337,890 

 

 

５ サービス向上に向けた取組み 

・新型コロナウイルス感染症について、感染症法上の位置づけは令和 5 年 5 月 8 日から 5 類に移

行されたが、引き続き院内の感染対策に努めながら、高度専門医療や救急医療の提供体制を維持

して、その両立を図っている。 

・地域連携・支援体制に関して、令和 3 年 4 月に再開した日立総合病院地域周産期母子医療センタ

ーのために常勤の小児科専攻医 2 名を派遣するほか、新生児科、小児外科の専門医を派遣するな

どの支援を行っている。そのほか、水戸市休日夜間診療所や、ひたちなか総合病院などに医師の

診療応援派遣を行うなど県央・県北地域の小児医療の充実に努めている。 

・診療機能の充実強化に関して、医師のみならず各分野の医療スタッフを確保し、病院全体の診療

体制の強化に努めている。特にＲＳウイルス感染症やインフルエンザ等の流行で救急患者が増加

したため、感染症外来の診察室増設や夜間・休日の看護師を 1 名増員するなど、救急外来の診療

体制を強化して対応している。その結果、令和 5 年度は救急患者数が 6,643 人と過去最高を記録

し、そのうち救急車受入れ人数も 2,954 人と令和 4 年度の最高値を更新した。 

・医療人材の教育・研修機能の強化に関して、本県の小児医療を担う医師を養成するため、小児科

専門医研修プログラムの充実に努め、積極的に専攻医を受け入れている。当院ホームページにお

ける専攻医募集サイトの充実や、東京ビックサイトで行われた研修医や医学生が一同に会する病

院合同説明会「レジナビ Fair」に参加して当院の魅力の発信を行っている。そのほか、臨床研

修医や医学生を対象とした「超音波勉強会」を実施するなど、専攻医を確保するための施策を積

極的に展開している。また、専門医や認定看護師、特定行為看護師研修など各種専門の資格取得

や、研修会・学会等への参加を積極的に支援している。 

 

 

 

 

 



６ 利用者満足度調査の結果及び対応状況 

○実施方法 

外来患者家族、及び入院患者家族にアンケートを実施した。回答数：外来 266人、入院 40人 

○調査結果 

①職員・スタッフの応対  

満足 62.4%、まあまあ満足 19.3%、普通 15.8%、少し不満 2.3%、不満 0.3% 

②診察の内容（説明）    

満足 79.1%、まあまあ満足 15.8%、普通  4.3%、少し不満 0.5%、不満 0.2% 

③施設の清潔さ      

満足 48.8%、まあまあ満足 37.6%、普通  10.9%、少し不満  1.3%、不満 1.3% 

④施設全体        

満足  78.1%、まあまあ満足 13.1%、普通   7.2%、少し不満 1.3%、不満 0.3% 

○利用者からの意見等 

【良い点】 

・先生の優しい声かけに救われた。 

・待合時にディスプレイで診察状況が確認できるので、いつ受診の順番が来るか分かり易い。 

・夜間受診したことがあるが、とても丁寧に対応していただいた。 

【悪い点】 

・診察までの待ち時間が少し長いのでスムーズに進むようにして欲しい。 

・肢体不自由児、車椅子の子供が余裕をもって使えるトイレのスペースが欲しい。オムツ替え

が容易にできるよう、個室にベッドがあると良い。 

・以前のように絵本もあると嬉しい。待ち時間が大変。 

【要 望】 

・可能なら姉、兄弟、姉妹など預けられる所ができたら嬉しい。 

・トイレが狭い。外来のトイレ（洋式）を増やして欲しい。 

  ・待合室の椅子を増やして欲しい。 

  ・寝たきりの子でも入れるお風呂を設備して欲しい。 

○対応状況 

  ・調査結果の概要は病院ホームページで公表する。 

  ・利用者からの意見や要望については、施設内の改修工事やワーキンググループによる院内環

境改善の取組に反映させている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 管理運営状況の評価 

評価項目 
事業計画 

（管理指標） 

実績 

（管理指標に対するコメント） 

自己 

評価 

所管課 

評価 

維持管理 

設備保守点検は、事業計画等に照ら

し適切か。 

保守点検業者に業務を委託し、適切

に管理している。 

Ａ Ａ 

整理整頓・清掃が行き届いているか。

（建物・植栽等） 

適切に行っている。 

 

Ｂ Ｂ 

破損箇所の修繕は適切か。 

 

協定書に従い、指定管理者で対応す

べきものは、適切に修繕している。 

Ａ Ａ 

施設運営 

使用日数、使用時間等は守られてい

るか。 

適切な運営を行っている。 Ａ Ａ 

予約・利用許可等、利用者への対応

は平等・公正に行われているか。 

「将来を担うこどもの生命を守り、

心身ともに健やかに育てる。」という

基本的な理念のもと、患者に対して

は平等・公正に対応している。 

Ｂ Ｂ 

創意工夫により、魅力ある自主事業

の実施等、施設の利用拡大やサービ

スの向上が図られているか。 

・小児在宅医療に関わる人材の育成

支援として、訪問看護ステーション

や特別支援学校を対象に技術向上の

ための研修会やシンポジウムを実施

している。 

・小児科専門研修プログラムにおい

て、小児超音波勉強会を実施するな

ど、教育研修機能を充実させている。 

・筑波大の学術指導活動により患者

サービスの向上を図っている。 

・環境美化委員会を中心に、植栽等

の療養環境の整備にも取り組んでい

る。 

Ａ Ａ 

利用者の要望を把握し、運営に反映

させ、満足度を高めているか。 

院内に意見箱を設け、患者の要望等

を随時把握し、適切に対応している。 

Ａ Ａ 

運営体制 

職員は適切に配置されているか。 予定した人員配置を行っている。 Ｂ Ｂ 

要望、苦情等への対応は迅速かつ適

切か。県へ報告しているか。 

対応は迅速・適切に行っており、県

（病院局）への報告も適切に行って

いる。 

Ｂ Ｂ 

事故・災害等、緊急時に備えた体制

は確保されているか。 

各病棟の災害対策グループにより、

緊急時に備えている。被災時のシミ

ュレーションを定期的に実施してい

る。また、原子力災害避難計画も令

和 6年 3月に策定したところである。 

Ａ Ａ 

県、その他関係機関との連携は取れ

ているか。 

県、市町村、筑波大学、水戸済生会

総合病院などの医療機関との連携を

取っている。 

Ａ Ａ 

利用状況 

利用者数の状況は、計画を達成でき

ているか。 

概ね達成できている。（計画に対し入

院 80.7％ 外来 81.1％） 

Ｂ Ｂ 

施設の稼働率は、事業計画に照らし

て適当な水準にあるか。 

概ね達成できている。（計画に対し病

床利用率 80.7％） 

Ｂ Ｂ 



収支状況 

収支計画が適正に執行されている

か。 

適正に執行されている。 Ｂ Ｂ 

経費削減に向けた取組みがされてい

るか。 

・ＳＰＤ（院内物流管理システム）

を導入し、医療消耗品等の余剰在庫

の削減に努めている。 

・済生会の共同購入品を採用するこ

とで材料費の削減を図っている。 

・県立中央病院と重油の共同購入を

実施している。 

Ａ Ａ 

【総合評価】・・・各評価項目及び施設の性格・特殊性を考慮した総合的な評価 

・県立の小児専門病院として、一般医療機関では対応が困難な周産期と小児専門医療、救急医療を 24

時間 365 日提供するなど診療体制の充実に努めている。 

・R5 年度は特に６月下旬から８月にかけて RS ウイルス感染症の流行で救急患者が増加し、感染症外来

の診察室の増設や、夜間休日の看護師を１名増員させるなど救急体制強化を図って対応した。 

・地域連携・支援体制に関しても日立総合病院に年間を通して常勤医師２名を派遣したり、水戸市休

日夜間診療所やひたちなか総合病院などに診療応援したりして、県央・県北地域の小児医療に貢献

している。 

・本県の小児科医を養成するため、HP における専攻医募集サイトを充実させたり、新たに「レジナビ

Fair」にブース出展したり、超音波勉強会を開催するなど、病院の魅力を発信して専攻医の確保に

努め、４名の専攻医（R6年４月採用）を確保した。 

 

※ ・実績（管理指標に対するコメント）欄については、指定管理者が記入する。 

  ・総合評価欄については、所管課が記入する。 

  ・自己評価、所管課評価欄について 

評価 評価基準 

Ａ 事業計画を上回る成果があったもの 

Ｂ 事業計画どおりの成果があったもの 

Ｃ 事業計画を下回っており、改善努力が必要なもの 

 


